
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

教科で学習したことを直接体験し考

えを広げることや、公衆道徳を実践する

機会として、毎年、秋の遠足を実施して

います。今回は、こんな所に行って見聞

を広げてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６号 

２０１５ 

平成 27 年 10 月 9 日（金） 

南相馬市 

小高小学校 

学校だより 

 

９月２５日（金） 

３・４年 仙台笹かま館、キリンビール仙台工場 

 

１・２年 仙台うみの杜水族館 
 

「地底の森ミュージアム」では、６年生が石器時代

のたき火の後や土器、石の鏃などを見せていただき、
その時代の人々のくらしに思いをはせていました。 

手作りかまぼこのお味は？ 

 

どんな魚がいるのかな？ 

 



 

 

９月２９日（火）、相馬地方

森林組合の鎌田様、雫川様、

植高様の３名の先生をお迎え

して、５年生が森林環境教室

を行いました。 

間伐材を使って、トレイ作

りに挑戦しました。くぎを打

って形を整え、やすりをかけ

て磨き、最後に色を塗って仕上げます。森林のはたらきについては、国語科をはじめ

として様々な教科で学習していますが、今回のように、木にふれ、親しむ体験も大切

だと感じました。 

 

 

 

１０月１日には、小高区内小・中学校の再開について教育委員会より説明がなされ、

保護者の皆様の質問や意見をお聞きするという順序で行われました。 

教育委員会から説明された内容で中心となったのは、次の２つの方針です。 

 

◆ 学校再開時期について 

  平成２８年４月に避難指示区域が解除された場合は、平成２８年２学期を再開

時期とすること。 

◆ 学校再開の体制（小学校）について 

   規模が大きく、すでに耐震工事が完了している小高小学校に集約し、４小学校

による合同運営により再開すること。 

   校長は１名、教頭は各校１名（４名）となること。 

   教育委員が命課（兼務発令）を行い、児童への平等な指導を一層推進すること。 

  

あわせて、この方針にそって「就学に関する意向調査」を行うことが話されました。 

保護者の皆様からは、通学の方法、環境や安全に対する不安、きめ細かな報告、学

校の体制や組織に対する多くの質問やご意見をいただきました。 

あくまで「避難指示区域の解除」が前提になりますが、本校でも、皆様の疑問やご

心配にできるだけ答えてまいりたいと思いますので、遠慮なくご相談ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年 地底の森ミュージアム、八木山ベニーランド 
 

～５年 森林環境教室～ 

完成したトレイを持って、記念写真 
 

１０月６日（火）、鹿島中学校の生徒と本校の４～

６年生が、クリケットを通した交流活動を行いまし

た。クリケットはイギリスで生まれ、競技人口は、

サッカーに次いで世界第２位ともいわれるスポーツ

です。 

２つの班に分かれて、ボール遊びやバッティング

の練習を行い、その後試合形式で競技を楽しみまし

た。新しい体験でしたが、中学生のアシストもあっ

て楽しく活動することができました。 

 

バッティングの練習のようす 

 


